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タイ・チェンマイ大学での日本語教育インターンシップ 

 

田中 倫 

 

1. はじめに 

 筆者は2023年 7月から2024年 2月にかけて、タ

イ北部チェンマイにあるチェンマイ大学人文学部日

本語学科で日本語教育インターンシップに参加した。

チェンマイは「タイの京都」とも呼ばれる美しい古

都で、日本語学習者が多い地域でもある。 

本インターンシップは、国際交流基金のご支援と

チェンマイ大学のご協力によって実現したものであ

り、この場を借りてお世話になった皆様に改めて深

く感謝の意を表したい。 

 

2. 日本語学科 

2024年2月末時点、チェンマイ大学で日本語を主

専攻とする学生は約 160 名であった。1,2 年生では

クラスごとに日本語の授業、3 年生以降はより専門

的な内容の選択授業が行われており、4 年生はイン

ターンシップまたは卒業論文を選択するという制度

になっている。また、日本語を副専攻とする学生は

約 430 名にのぼり、副専攻の学生向けの日本語初級

の授業が開講されている。 

 

3. インターン生としての活動概要 

主にティーチングアシスタント（以下：TA）とし 

ての授業補助と教壇実習（3.1）、スピーチ大会に向

けての担当学生の指導（3.2）、インターン生主導の

イベントの企画運営（（3.3）、（「学びキャンプ」の企画

運営補助を行った（3.4）。 

 

3.1 TA 

TAとして授業に参加させていただいた主な科目は

表１のとおりである。また、表外の科目においても、

チャンスがあれば宿題の添削や中間・期末テストの

評価をさせていただいた。 

なお、表１の通り、大学は前後期制で（（前期は6月

中旬～10 月末、後期は 11 月中旬～3 月末）、1 科目

週 2 コマ制（月曜日と木曜日、火曜日と金曜日が同

じ時間割）を取っており、全学休講の水曜日を日本

語学科では文化活動（4.1）に充てている。 

 

 3.1.1 2年生・会話（前期・後期） 

 この授業は主専攻 2 年生約 40 名を対象に行われ

た。TAの主な役割は、教科書の会話練習パートの対

話活動に参加し、日本語母語話者として学生の質問

に答えることだった。学生から日本語や日本文化に

関する質問を受ける一方、私もタイの興味深い情報

を教えてもらうなど、双方向の学びを経験した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1)（TAとして参加した科目 

前期 月 火 水 木 金 

9:30~11:00  2年生・会話 

文

化

活

動 

 2年生・会話 

11:00~12:30  
副専攻4 

（Section1） 
 

副専攻4

（Section1） 

13:00~14:30  3年生・会話  3年生・会話 

14:30~16:00  
副専攻4

（Section2） 
 

副専攻4

（Section1） 

後期 月 火 水 木 金 

9:30~11:00 
副専攻4

（Section1） 
 

文
化
活
動 

副専攻4
（Section1） 

 

11:00~12:30 2年生・会話  2年生・会話  

13:00~14:30 
副専攻2

（Section1） 
  

副専攻2
（Section3） 

14:30~16:00 
副専攻2

（Section2） 
  

副専攻2
（Section4） 
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熱心に準備を進めていた。また、ステージではバン

ド演奏やコスプレショーが行われ、私も学生に誘わ

れてバンドにベースとして参加した。本番に向け、

授業後に学生たちと毎晩練習を重ねたことは非常に

楽しく、友情を深めることができたと思う。 

 

 

写真10）バンド演奏 

 

5. おわりに 

 渡航前、私はこれから始まるインターンシップに

対してポジティブな印象を抱いていたが、初めての

場所で自分がどう役に立てるのか、周囲とどう関係

を作れるのかという点は全く予想がつかず緊張して

いた。しかし、実際に滞在してみると、私は新しい

場所に赴き、知らないことを知り、自分に求められ

ていることを探しながら環境に適応していく過程を

心から楽しむことができる自分に気が付いた。もち

ろんそれは私自身の努力ではなく、いつも新しいこ

とに挑戦するよう促してくださり、温かい雰囲気で

その場に私がいることを許してくださった先生方や、

私の TA としての経験を尊重しつつ友人としても付

き合ってくれた学生たちのおかげである。8 か月間

は本当にあっという間だった。 

 日本語教育という側面でまとめると、大学で教え

る教師の奥深さと視野の広さを学んだインターンシ

ップだった。私は渡航前に既に教育実習や日本語学

校非常勤としての経験があったが、高等教育機関で

中上級以上の学生に関わるのは初めだった。そのた

め、授業準備や指導を通じて中上級者への効果的な

教授法を学ぶよう心掛け、自身の日本語教育におけ

るアイデアの引き出しを増やすことができた。また、

先生方や学生との交流を通して、それぞれの教育観

や目標に触れ、学生のニーズを的確に捉えて力を伸

ばせるようサポートすることの重要性を実感した。

加えて、学生の進路支援や来客対応といった学科運

営に関する業務を間近で学ぶ機会があったことは、

普段自分が学生として過ごす大学ではありえない事

なので、貴重な機会となった。 

 チェンマイでの生活という側面では、本当に楽し

かったの一言に尽きる。日常生活や学生たちとの交

流を通してタイ語やタイの文化について学ぶ機会も

多く、徐々にタイの生活が自分に馴染む感覚は忘れ

がたい。同時に、日本語や日本文化を教える立場と

して、双方向の学びがある嬉しさと豊かさを感じる

と共に、これからも学習者の言語や文化を学び続け

る姿勢を忘れないでいようと改めて襟を正した。 

 本インターンシップを通じて得た経験を活かし、

将来は良い日本語教師になれるよう努め、願わくば

海外の大学で働いたり、日本語を通じた人と人のつ

ながりを支援する仕事をしていきたいと考える。今

回の経験を支えてくださった全ての方々には、心よ

り感謝申し上げたい。 
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